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摂南大学とすさみ町は 2010 年 3 月 3 日に包括連携協定を結んでいる。申請者と共同研究者は、2011
～2014 年度に PBL 型学生プロジェクトと、2012 年 4 月から「地域資源にもとづく持続的社会の形成
～すさみ町総合研究～フェーズ I・II・III」をすさみ町で実施してきた。大学教職員が研究として取り
組むべき課題（地域資源にもとづく持続的社会の形成）が徐々に解明されてきた。2015 年 9 月にすさ

















ある集落のうち、65 歳以上の高齢者が半数を超す「限界集落」が 19 存在する。また、国立社会保障・






















本研究は PDCA サイクルによって実施した。各教員が受け持っている学生の卒業研究、PBL プロジ
ェクト、大学院生を積極的に参画させた。2012 年～2016 に得た先行的基礎データを分析し、学会や
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図 3 クリエイティブセンター設計案 
図 2 バス停を含む新敷地北側の活用案 2) 





















図 7 に住環境デザイン学科 2 年生の提案を示す。摂南大学のシンボルマークの S 字型のベンチを配
置し、地域の方を含めて、バスを待ったりくつろいだりできるスペースとして提案された。 
３．寝屋川市在住・在勤の方および本学内地域活動 2団体に対するヒアリング 2) 








































表 1 石津小学校における広場案作成 
図 4 石津小学校児童による広場案 
図 5 石津小学校児童の広場案に書かれた要素 
（住環境デザイン学科 2年生） 
図 6 建築系学生による広場案 
※その他（動物、昆虫、建物、魚、ベンチ、果物、
遊園地、鳥など） 
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表 2 寝屋川市民等へのヒアリング調査 
図 7 摂南大学に欲しいスペース（寝屋川市民等） 
※その他（駐輪場、テラス、本屋、運動施設、駐車
場、BBQ場、運動場、お弁当スペースなど） 
回答者数 22、総抽出数 139 
 
表 3 学内地域活動団体へのヒアリング調査 
※その他（屋内スペース、駐輪場、テラス、噴水、
自習スペースなど）回答者数 18、総抽出数 115 














































































表 4 学内に対する成果発表（中間） 
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5月 23日 第 1回研究会 
・朝田准教授が、国勢調査に基づく北河内の通勤通学流動と、地域経済構造分析の考え方を発表した。 
 






  課題としては、①北河内地域の産業連関表の作成 
         ②北河内地域の発展モデル 
         ③府、自治体、経済団体等のビジョンと政策の評価 
  今年度の成果は、『地域総合研究所所報』に掲載予定である。 
 









10月 26日 第 4回研究会 
・郭准教授が、寝屋川市の産業連関表作成に関する研究発表を行った。 
 















12月 26日 第 7回研究会 実地調査 


























② A市 B地区における健康増進のためのコミュニティ・ミーティングの実施 





に希望する B地区での暮らし」、第 2回は「3－5年後に希望する B地区での暮らしを実現するうえで











































平成 10年 10月 枚方市都市景観形成要項制定 
平成 12年６月 枚方宿地区まちづくり協議会設立 
平成 26年３月 枚方市景観条例（平成 28年 4月 1日施行） 



















































2018年 ２月 28日 
 
2017年度摂南大学研究助成「Sｍart and Human研究助成金」成果報告書 
 
研究課題名            日本の伝統行事と住宅のしつらい 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 






































N地区 267 56 21.0％
駅前TM 462 92 19.9％
M公団 514 47 9.1％




















































〔雛人形の種類〕   
内裏雛から道具類までを飾る「七段飾り」の
雛は、幅 1ｍ、奥行き１.5ｍほどを要する。Ｎ地
区では半数がこのタイプの飾りを所有している
のに対し、駅前ＴＭは 32％、Ｍ公団では 19%と
居住面積に比例して少なくなっている。 
逆に場所をとらない「木目込み雛」と「ケース入り雛」が、Ｍ公団、駅前ＴＭ、Ｎ地区の順に多く、
七段飾りとまったく逆の結果になった。ちなみに「内裏雛のみ」という家は三地区とも変わりがなかっ
た。この中には七段飾りの内裏雛のみを飾っているというケースも 2件あった。七段飾りを設置する手
間やスペース確保の困難さから、飾り方を変更して継続していることが窺える。 
〔雛人形を飾る場所〕 
飾る場所はＮ地区では床の間が 43％、ついで「客間」が 21％であった。Ｎ地区の住宅には「床の間」
や「客間」のように格式ばった空間があること、雛飾りにふさわしい場所とされていることが分かる。
一方、Ｍ公団は 56％、駅前ＴＭが 44％と半数近くが「居間（リビング）」に飾っている。これは集合住
宅では、リビングが家で一番大きい空間である
ことが多く、設置する空間を確保しやすいため
と考えられる。また駅前ＴＭでは子供部屋に飾
る割合が他より多かった。理由として子供が幼
く子供部屋に余裕があること、雛祭りをＮ地区
のように家の行事としてではなく子供の祭りと
して捉えている人が多いことを窺わせる。 
〔飾らなくなった理由〕 
飾らなくなったのは 3地区とも、「大人になっ
た」ことが主な理由だと答えている。Ｍ公団の
「進学・結婚」は居住者の年齢の高さから、と
くに多い。一方Ｎ地区と駅前ＴＭは「面倒」「ス
ペースがない」という回答が多く、子供がいる
にも関わらず出していないことを窺わせる。何
歳まで飾ったかを聞くと、全体で平均 13.4歳と
なり中学になると飾らなくなることが窺えた。 
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〔行事の必要性〕 
雛祭りのような季節の行事や飾りが必要かどうかを問うたところ、Ｎ地区で 7割、Ｍ公団、駅前ＴＭ
で 8割近くが「必要」と答えている。その理由を自由記述欄に書いた 103人のうち、「日本の伝統だから」
が 33人、「季節を感じられるから」が 32人、「子供に親の思いを伝えられる」「子供が喜ぶ」など子供を
理由に挙げた人が 20人いた。「不要」の理由を書いた 8人のうち、5人は「飾るスペースや保管場所が
無い」など、住宅事情を理由に挙げた。また 2人が「面倒」、1人が「毎年新しくするなら良い」と同じ
ことを繰り返す年中行事そのものに疑問を持っていた。 
結果 
調査ではこれ以外にも季節の行事や居住環境について細かくアンケートをとった。その結果、調査し
た 3地区は伝統行事の実施状況やしつらいに差があることが明らかになった。これらの差は家だけでな
く、居住者の年代や経済力とも緩やかに関係している。当初の研究の目的に対し、次の結論を得た。 
① 伝統的な行事の現状 
Ｎ地区 ここでは多くの家で季節により模様替えや、季節に応じたしつらいを行っていた。一戸建て
で自然が身近であること、多くの家に「床の間」があり、飾り占有の空間として機能していることが背
景にある。また家の顔である「門」の存在も飾りの場として役割を果たしていた。家のハレの空間であ
る「床の間」、外に示す「門」のしつらいは、行事が家として行われていることを表しているといえよう。 
駅前ＴＭ 高層ビルである駅前ＴＭは自然と触れ合う機会が少なく、季節感が乏しい。住民は他地区
より若く、日本の伝統行事は低調で、クリスマスやハロウィンなどを外国の洒落たイベントとして楽し
んでいた。雛人形は子供部屋に飾るケースが多く、家の行事ではなく子供のイベントとして捉えている
様子が窺えた。また床面積をとらない窓・サイドボードなど新しい飾りの場が工夫されていた。 
Ｍ公団 30年以上住んでいる 70歳代が多く、子供はすでに独立していると思われる。雛人形・五月
人形は所有していたが手放した、という割合が最も多かった。半面、雛人形を持っている割合も最も多
く、五月人形よりも雛人形は手放しにくいことを思わせた。この世代は子供時代に伝統行事を体験して
おり、伝統行事は必要だという答えの割合が最も多かった。 
② 必要な「場」は何か 
最も伝統行事を行っていたＮ地区では床の間、門、玄関が重要なしつらいの場となっている。またこ
いのぼりを庭に出すという家もあった。しつらいの専用空間や余剰空間が重要な要素であるのは間違い
ない。しかし雛人形を所有している人の中で毎年飾る人の割合は、駅前ＴＭが最も多かった。子育て世
代は子供の成長を感じるイベントと捉えており、家族が常時目にするリビングが利用されている。しか
しベランダにこいのぼりを出すことは規制され、あくまで家族だけの行事・家の中でのしつらいに変化
しているのである。居住環境を選択した時に、家族における年中行事の意味や方法が決まるといえよう。 
③ 今後のあり方 
この調査の過程で明らかになった年中行事の衰退や老人
世帯の増加は全国的な傾向であり、特に地方で先行してい
る。若者が進学などで都会に出たまま結婚・就職して戻ら
ないため、地方の親の家には飾られなくなった雛人形が多
く残される。それらを活用したのが、近年盛んに行われて
いる地域おこしの「雛巡り」である。かつて各家の行事で
あった雛祭りを、地域全体で行うようになったのである。 
しかしいまや都会においても老人世帯が増加し、伝統行
事が衰退しつつある。今後、家庭で行われてきた伝統行事
は、地域共同で行ったり、博物館など公共施設で行うといった新しい伝承法を考える必要があるだろう。 
写真４ 浪花の大ひな祭り（大阪くらしの今昔館） 
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